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款 平成20年度 平成19年度 伸率％
１村税 1,337,720 1,341,578 △ 0.3
２地方譲与税 49,445 51,082 △ 3.2
３利子割交付金 2,504 2,386 4.9
４配当割交付金 599 1,809 △66.9
５株式等譲渡所得割交付金 193 831 △76.8
６地方消費税交付金 70,621 72,356 △ 2.4
７ゴルフ場利用税交付金 6,583 6,077 8.3
８自動車取得税交付金 16,184 17,327 △ 6.6
９地方特例交付金 10,946 5,670 93.1
10 地方交付税 865,616 804,798 7.6
11 交通安全対策特別交付金 1,316 1,611 △18.3
12 分担金及び負担金 13,491 13,682 △ 1.4
13 使用料及び手数料 31,608 34,257 △ 7.7
14 国庫支出金 252,576 80,337 214.4
15 県支出金 112,820 101,182 11.5
16 財産収入 4,602 4,361 5.5
17 寄附金 7,378 6,316 16.8
18 繰入金 288,951 158,829 81.9
19 繰越金 19,649 69,576 △71.8
20 諸収入 61,322 74,229 △17.4
21 村債 286,268 123,915 131.0

歳入合計 3,440,392 2,972,209 15.8

款 平成20年度 平成19年度 伸率％

１議会費 64,450 66,903 △ 3.7

２総務費 320,622 315,685 1.6

３民生費 551,882 545,584 1.2

４衛生費 700,126 532,385 31.5

５労働費 1,315 5 26,200.0

６農林水産業費 103,673 103,564 0.1

７商工費 37,843 38,863 △ 2.6

８土木費 178,833 386,490 △ 53.7

９消防費 108,395 110,132 △ 1.6

10 教育費 363,578 383,941 △ 5.3

11 災害復旧費 0 0 －

12 公債費 815,279 469,009 73.8

歳出合計 3,245,996 2,952,561 9.9

６3億2千2百万円
大切に使いました ◇一般会計　３２億４千６百万円

◇特別会計　１５億　　７百万円
◇企業会計　１５億６千９百万円

　

泉
崎
村
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
20
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
村
議
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
一
般
会
計
３
２
億
４
，

５
９
９
万
６
千
円
、
特
別
会
計
１
５
億
７
０
３
万
５
千
円
、
企
業
会
計

１
５
億
６
，
９
４
６
万
８
千
円
で
合
計
６
３
億
２
，
２
４
９
万
９
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
３
４
億
４
，
０
３
９
万
２
，

３
４
７
円
、
歳
出
総
額
３
２
億
４
，
５
９
９
万
６
，
２
６
８
円
で
歳

入
歳
出
差
引
額
は
１
億
９
，
４
３
９
万
６
，
０
７
９
円
。
う
ち
繰
越

明
許
費
１
億
１
，
０
１
９
万
２
，
４
０
８
円
で
、
実
質
収
支
額
は
８
，

４
２
０
万
３
，
６
７
１
円
と
な
り
、
平
成
17
年
度
以
降
、
黒
字
決
算
が
続

い
て
い
ま
す
。（
歳
入
歳
出
額
の
前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、別
表「
平

成
20
年
度
歳
入
決
算
額
」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。）

　

歳
入
で
は
、
村
税
に
お
い
て
法
人
住
民
税
が
減
と
な
り
、
固
定
資
産
税

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、村
税
全
体
で
は
、３
，８
５
８
千
円
（
０
・

３
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
別
表
「
村
税
の
内
訳
」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。）

　

税
以
外
の
主
な
歳
入
に
つ
い
て
平
成
19
年
度
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

地
方
交
付
税
で
６
０
，
８
１
８
千
円
（
７
・
６
％
）、
国
庫
支
出
金
で
は
、

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
補
助

金
等
が
増
加
し
、
１
億
７
２
，
２
３
９
千
円
（
２
１
４
・
４
％
）、
繰
入
金

で
は
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
繰
入
等
に
よ
り
１
億
３
０
，
１
２
２
千
円

（
81
・
９
％
）、
村
債
に
お
い
て
は
借
換
債
の
発
行
等
に
よ
り
１
億
６
２
，

３
５
３
千
円
（
１
３
１
・
０
％
）
と
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
繰
越
金
で

４
９
，
９
３
０
千
円
（
71
・
８
％
）
が
平
成
19
年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
入
全
体
で
は
、
４
億
６
８
，
１
８
３
千
円
（
15
・
８
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

平
成
20
年
度
決
算
に
つ
い
て

平成20年度歳出決算額

平成20年度歳入決算額
平成20年度一般会計決算

（単位：千円）

（単位：千円）
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総額
　

次
に
歳
出
に
お
い
て
は
、
補
助
費
で
は
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
へ
の
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
９
２
，
６
７
６
千
円
（
15
・
１
％
）、

市
町
村
振
興
基
金
の
繰
上
償
還
、
借
換
債
の
発
行
に
よ
る
借
換
な
ど

に
よ
り
公
債
費
で
３
億
４
６
，
２
７
０
千
円
（
73
・
８
％
）、
投
資

及
び
出
資
金
で
は
、
病
院
事
業
会
計
へ
の
出
資
金
の
増
な
ど
に
よ
り

１
億
４
０
，
３
４
８
千
円
（
１
，
３
９
０
・
４
％
）
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
退
職
者
不
補
充
に
よ
り
抑
制
を
図
っ
て
い
る
人
件
費
で
△

４
７
，
８
８
２
千
円
（
△
６
・
４
％
）、
普
通
建
設
事
業
費
に
お
い
て
は
、

住
宅
団
地
造
成
工
事
代
金
の
支
払
い
完
了
等
に
よ
り
△
２
億
１
６
，

３
８
５
千
円
（
△
77
・
６
％
）、
繰
出
金
で
は
老
人
保
健
特
別
会
計
繰

出
金
の
減
な
ど
に
よ
り
△
４
７
，８
９
１
千
円
（
△
14
・
０
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
全
体
で
は
、
平
成
19
年
度
と
比
較
し
て
２
億
９
３
，

４
３
５
千
円
（
９
・
９
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
今
後
も
自
主
的
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
き
経
費
の
節
減
に

努
め
、
健
全
な
財
政
運
営
の
早
期
実
現
、
市
町
村
振
興
基
金
の
完
済

に
向
け
て
、
住
宅
用
地
・
工
業
用
地
の
販
売
に
一
層
力
を
入
れ
、
完

売
に
向
け
た
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

財
政
ひ
と
口
メ
モ

▼
地
方
交
付
税
：
所
得
税
な
ど
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
中
か
ら
、
村
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金
。
▼
国

庫
・
県
支
出
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め

に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
村
債
：
村
の
借
金
の
こ
と
。
大
き
な

事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や
金
融
機
関

か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
。
▼
地
方
消
費

税
交
付
金
：
県
が
地
方
消
費
税
と
し
て

徴
収
し
、
人
口
割
合
な
ど
に
応
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
。
▼
地
方
譲
与
税
：
国

が
徴
収
し
た
自
動
車
重
量
税
な
ど
か
ら

配
分
さ
れ
る
お
金
。
▼
地
方
特
例
交
付

金
：
恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
減
収
を
補

う
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
繰
入
金
：
各
種
基
金
の
取
り
崩
し
及

び
他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
。
▼

補
助
費
等
：
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や

病
院
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
へ
の
補
助

金
。
▼
扶
助
費
：
児
童
福
祉
や
障
害
者

等
を
援
助
す
る
た
め
の
お
金
。
▼
公
債

費
：
村
債
返
済
の
た
め
の
お
金
。
▼
物

件
費
：
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、

消
耗
品
費
、
臨
時
職
員
の
賃
金
、
備
品

購
入
費
、
修
繕
料
な
ど
。
▼
繰
出
金
：

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰

出
金
。
▼
投
資
及
び
出
資
金
・
貸
付
金
：

工
業
・
住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計
な
ど

へ
の
出
資
金
。
▼
維
持
補
修
費
：
施
設

や
道
路
な
ど
の
維
持
補
修
費
。
▼
普
通

建
設
事
業
費
：
道
路
や
学
校
な
ど
の
住

民
生
活
に
必
要
な
も
の
を
建
設
す
る
経

費
。

平成20年度決算報告
平成20年度 平成19年度 増減率

村民税 315,134 358,166 △12.0
固定資産税 935,251 896,756 4.3
軽自動車税 13,790 13,061 5.6
たばこ税 59,963 60,585 △1.0
特別土地保有税 1,000 0 皆増
入湯税 12,582 13,010 △3.3

計 1,337,720 1,341,578 △0.3

平成20年度 平成19年度 増減率
人件費 702,947 750,829 △ 6.4
物件費 291,953 275,359 6.0
維持修繕費 4,950 5,114 △ 3.2
扶助費 188,338 180,312 4.5
補助費等 706,939 614,263 15.1
普通建設事業費 62,605 278,990 △ 77.6
災害復旧費 0 0 -
公債費 815,279 469,009 73.8
積立金 5,180 3,337 55.2
投資及び出資金 150,442 10,094 1390.4
貸付金 23,000 23,000 0.0
繰出金 294,363 342,254 △14.0

計 3,245,996 2,952,561 9.9

■性質別歳出内訳

■村税の内訳

歳出総額　３２億４，５９９万６千円 歳入総額　３４億４，０３９万２千円
議会費  2.0％

総務費
9.9％

民生費  17.0％

衛生費
21.6％

労働費  
0.0％

農林水産業費  3.2％
商工費
1.2％

土木費
5.5％

消防費  3.3％

教育費
11.2％

公債費
25.1％

その他  1.9％

村税 38.9％

地方譲与税  
1.4％

地方消費税交付金2.1％
自動車取得税交付金

0.5％

地方交付税
2５.2％

使用料・手数料  
0.9％

国庫支出金 7.3％
県支出金    3.3％
繰入金   8.4％

村債  8.3％
諸収入1.8％

（単位：千円）

（単位：千円）
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ア
メ
リ
カ
発
金
融
破
綻
を
契
機

に
、
日
本
経
済
は
急
激
な
景
気
悪

化
を
辿
り
、
さ
ら
に
円
高
の
影
響

の
急
騰
等
に
よ
り
輸
出
関
連
企
業

を
は
じ
め
他
業
種
に
渡
り
販
売
不

振
に
陥
り
、
企
業
で
は
生
産
調
整

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状
況
の

中
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業

の
設
備
投
資
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
本
村
で
は
、
買

取
条
件
付
賃
貸
借
契
約
、
企
業
立

地
促
進
条
例
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
販
売
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。

　

結
果
と
し
ま
し
て
は
、
４
，
１

７
０
㎡
の
販
売
と
な
り
、
残
面
積

は
１
４
１
，
２
０
１
㎡
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
当
年
度
純
損
失
は

１
０
，
９
２
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
資
本
的
収
支
で
は
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
保
留
資
金
で

４
１
，
８
３
１
千
円
を
一
般
会
計

に
貸
付
し
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
は
急
激
な
景
気
悪
化

を
辿
り
、
個
人
消
費
ま
で
手
が
回

ら
な
い
大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
村
で

は
現
地
無
料
招
待
会
や
首
都
圏

で
の
「
田
舎
暮
ら
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
始
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
懸
命
に
販
売
活

動
を
実
施
し
て
参
り
そ
の
結
果
、

天
王
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
４
区
画

１
，
５
２
９
㎡
を
売
却
。
収
益
的

収
支
で
は
、
当
年
度
純
利
益
８
，

５
３
９
千
円
、
資
本
的
収
支
で
は
、

当
年
度
損
益
勘
定
保
留
資
金
と
純

利
益
で
４
５
，
３
３
４
千
円
を
一

般
会
計
へ
貸
付
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
企
業
会
計
決
算
報
告

住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計

工
業
用
地
造
成
事
業
会
計

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 71,045

収入合計 71,045

支出
　他会計貸付金 45,334
　他会計出資金返還金 64,750
　納付金 12,013

支出合計 122,097

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 2,319

収入合計 2,319

支出
　他会計貸付金 41,831
　他会計出資金返還金 0
　納付金 2,924

支出合計 44,755

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的支出総額
８，４２９万７千円

収益的支出総額
５，５７５万７千円

収益的収入総額
９，２８３万６千円

収益的収入総額
４，４８３万２千円

土地売却原価
45.8％

38,683千円給与費
35.4％
29,808千円

一般管理費
18.7％
15,806千円

土地売却収益
48.8％

45,335千円

他会計補助金
51.2％
47,501千円

一般管理費
0.5％
256千円

土地売却原価
99.5％

55,501千円

他会計補助金
3.1％

1,398千円

土地売却収益
93.3％

41,832千円

その他営業収益
3.6％

1,602千円
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病
院
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

資　本　的　収　支
収入
　出資金 148,971

収入合計 148,971

支出
　建設改良費 134,103
　企業債償還金 14,806

支出合計 148,909

資　本　的　収　支
収入
企業債（借換債） 295,500

収入合計 295,500

支出
　建設改良費（メーター購入費） 657
　企業債償還金（借換債含む） 360,896

支出合計 361,553

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的支出総額
４億９，３０５万６千円

収益的支出総額
２億５，９０４万４千円

収益的収入総額
４億６,６１１万５千円

収益的収入総額
２億６，０２３万１千円

その他0.9％
4,402千円

給与費
64.0％
315,284千円

経費18.9％
93,327千円

材料費5.7％
27,982千円

減価償却費
2.5％
12,444千円

訪問看護費6.4％
31,565千円

支払利息及び企業債取扱諸費 
1.6％ 8,052千円

入院収益
52.2％
243,320千円

外来収益
12.9％  59,975千円

その他医業収益
5.0％
23,240千円

訪問看護収益
4.6％
21,621千円

他会計負担金21.9％
102,043千円

他会計補助金
2.7％12,816千円

その他
0.7％3,100千円

原水及び
浄水費
46.5％
120,513千円

減価償却費
27.0％
69,838千円

企業債利息
20.0％
51,776千円

総係費3.8％
9,982千円

配水及び給水費2.4％
6,211千円 その他 0.3％

724千円

給水収益
65.1％
169,365千円

他会計補助金
34.5％
89,771千円

その他営業収益
0.4％
1,084千円

その他営業外収益
0.0％ 11千円

業　　務　　量

年間患者数
　　（入院）18,397人
　　（外来）15,006人
１日平均患者数
　　（入院）　 50.3人
　　（外来）  51.7人

＊水道事業会計は、消費税を含めない金額となっています。
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用語の解説　◆財政調整基金：年度間の財源の不均等を調整するためのもの。◆減債基金：地方債（国等
からの借入金）の返済に充てる財源を積み立てるもの。◆交通遺児奨学基金：交通遺児の奨学金にあてる
もの。◆地域福祉基金：高齢者等の在宅福祉の向上と保健福祉の増進の事業に充てるもの。◆ふるさと水
と土保全対策基金：土地改良施設の機能を適正に発揮させるための事業に充てるのも。◆土地開発基金：
公用及び公共用に供する土地を取得するために充てるもの。◆教育振興基金：学校等の振興に充てるもの。
◆育英基金：経済的理由により修学困難な学生に対する奨学資金に充てるため。◆介護給付費準備基金：
介護保険事業の運営により生じた剰余金を管理するため積み立てるもの。◆愛郷基金：ふるさと納税によ
り寄付された寄付金を適正に管理し、子育て支援等に充てるための基金。◆泉崎カントリーヴィレッジ基
金：施設の修繕等に要する資金を積立てるもの。◆介護保険臨時特例基金：介護保険料の軽減のための積立。

平
成
20
年
度
特
別
会
計
決
算
報
告

基　　　金　　　名 金　　額
財 政 調 整 基 金 220,295
減 債 基 金 186,725
ふるさと水と土保全対策基金 6,504
地 域 福 祉 基 金 101,426
教 育 振 興 基 金 14,258
交 通 遺 児 奨 学 基 金 1,405
介 護 給 付 費 準 備 基 金 33,573
育 英 基 金 74,873
愛 郷 基 金 3,000
泉崎カントリーヴィレッジ
･ ターミナル施設整備基金 1,571

介 護 保 険 臨 時 特 例 基 金 2,941
土 地 開 発 基 金 1,640

計 648,211

税　目 平成20年度 平成19年度 比　較 伸  率
村 民 税 45,520 51,072 △5,552 △10.9%
固 定 資 産 税 135,093 127,871 7,223 5.6%
軽 自 動 車 税 1,992 1,862 130 7.0%
た ば こ 税 8,661 8,639 22 0.3%
特別土地保有税 144 0 144 -
入 湯 税 1,817 1,855 △38 △2.0%

計 193,227 191,299 1,929 1.0%

会　　計　　名 金　額
一 般 会 計 5,570,910
農業集落排水処理事業特別会計 1,902,262
水 道 事 業 会 計 1,069,966
病 院 事 業 会 計 256,720

基金現在高（平成20年度末）地方債現在高（平成20年度末）

村税の状況（村民１人当りの村税額）　　

人口は平成20年3月31日及び平成21年3月31日現在の住民基本台帳による。

特別会計名 歳　入 歳　出 差　引

農業集落排水処理事業特別会計 400,379 389,443 10,936

老 人 保 健 特 別 会 計 67,446 62,564 4,882

介 護 保 険 特 別 会 計 312,662 300,333 12,329

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 41,333 40,892 441

国民健康保険を除いた特別会計合計 821,820 793,232 28,588

国民健康保険特別会計

その他の特別会計

歳出合計
７億１,３８０万３千円

歳入合計
７億７,０２８万９千円

その他0.1％814千円

保険給付費
62.5％
446,474千円

老人保健拠出金
2.9％
20.909千円
後期高齢者支援
金等11.6％
82,882千円

共同事業拠出金
10.9％
77,610千円

介護納付金
5.5％39,201千円

総務費3.8％27,101千円 保健事業費2.7％18,812千円

国民健康保険税
25.3％
194,668千円

国庫支出金
29.7％
216,127千円

国民健康保険税
25.3％
194,668千円

国庫支出金
25.5％
196,165千円

前期高齢者交付金
16.1％
123,907千円

療養給付費交付金
5.8％
45,059千円

繰入金9.9％
76,221千円

県支出金4.5％
34,851千円

共同事業交付金
11.4％
87,493千円

繰越金1.2％
9,447千円

その他0.3％
2,478千円

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：円）

（単位：千円）
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財政再建進捗状況報告
　財政再建につきましては、村民の皆様のご理解とご協力をいただきながら取り組みを進めているところであ
りますが、平成１１年度末における特別会計事業等の赤字６８億２，６２７万２千円の、平成２０年度末の解
消状況についてお知らせします。
　平成２０年度までに４８億２，５３４万４千円の赤字を解消し、赤字残額は２０億９２万８千円となり、赤
字解消率は７０．７％となっております。

平成２０年度末までの各事業別赤字解消額　＊（A）の内訳

◆住宅用地造成事業　　住宅用地販売代金45,334千円に、
住宅会計剰余金5,000千円を加
え、50,334千円を解消。

　　　　　　　　　　　〈福島県市町村振興基金の償還〉
◆工業用地造成事業　　工業用地販売代金41,831千円に、

一般財源165,509千円を加え、
207,340千円を解消。

　　　　　　　　　　　〈福島県市町村振興基金の償還〉

工業用地造成事業合計の赤字
３，８６９，２９０千円

平成20年度住宅・工業事業会計等の赤字解消額

墓地公園造成事業の赤字
２７７，６０８千円

※平成１６年度において全額解消

サイクリング・ターミナル特別会計の赤字
１１３，１０４千円

※平成１２年度において全額解消

住宅用地造成事業の赤字合計
２，５６６，２７０千円

赤字解消額
2,116,604千円
（82％）

赤字残額
449,666千円
（18％）

赤字残額
449,666千円
（18％）

赤字解消額
2,318,028千円
（60％）

販売面積84.5ha

赤字残額
１,551,262千円
（40％）

残面積13.8ha

赤字残額
１,551,262千円
（40％）

残面積13.8ha

赤字解消額
4,825,344千円
（70.7％）

赤字残額
2,216,770千円
（32％）

赤字残額
2,000,928千円
（29.3％）

特別会計事業等の赤字
解消状況＊（A)

工業用造成事業 住宅用造成事業

平成２０年度の赤字解消額　　２５７，６７４千円
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平成２０年度決算に基づく健全化判断比率等の公表
　平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が制定されました。この法律では、財政
状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するため、「健全化判断比率（実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）」と「資金不足比率」という財政指標が定められ、平成
１９年度決算から各比率の公表が義務づけされました。また、各比率には基準が定められており、平成２０年
度決算の比率から基準を上回った場合は、基準未満とすることを目標とした財政健全化計画の策定等が必要と
なります。
　泉崎村の平成２０年度決算に基づく各比率は下表のとおりで、いずれも基準を下回りましたが、今後も一層
の財政健全化に努力して参ります。

（注）「－」は、実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、比率が算定されないことを表します。

（注）「－」は、資金の不足額がないため、比率が算定
されないことを表します。

用　語　の　解　説

１　健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　

２　資金不足比率　

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
泉崎村の比率 － － ２３．２％ １４３．７％

＊早期健全化基準 １５．０％ ２０．０％ ２５．０％ ３５０．０％
＊財政再生基準 ２０．０％ ４０．０％ ３５．０％

　　　　　　一般会計等を対象とした実質赤字額         
　　　　　　（※）の標準財政規模 (※ )に対する比率。
　福祉、教育、まちづくり等を行う一般会計等の赤
字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示
すものです。
　　　　　　一般会計等が負担する元利償還金及び
　　　　　　準元利償還金（※）の標準財政規模に
　　　　　　対する比率。　
　借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指
標化し、資金繰りの程度を示すものです。この比率
は３ケ年平均で、上表の２３．２%は１８、１９、
２０年度の平均です。

　　　　　　　全会計を対象とした実質赤字額又は
資金の不足額 ( ※ ) の標準財政規模に対
する比率。

　すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団
体全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の
悪化の度合いを示すものです。
　　　　　　
　　　　　　　一般会計等が将来負担すべき実質的

な負債の標準財政規模に対する比率。
　一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性の
ある負担等（退職手当、一部事務組合、第三セクター
への負担見込額など）の現時点での残高を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。

　　　　　　公営企業会計ごとの資金の不足額の事
業の規模に対する比率。

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模であ
る事業収入の規模と比較して指標化し、経営状態の
悪化の度合いを示すものです。なお宅地造成事業で
ある工業会計と住宅会計は（資本＋負債）が事業規
模になります。

実質赤字
比 　  率

将来負担
比    率

資金不足
比　　率

実質公債
費 比 率

連結実質
赤字比率

公営企業会計の名称 資金不足比率
病院事業会計（法適用） －
水道事業会計（法適用） －
工業用地造成事業会計（法適用） －
住宅用地造成事業会計（法適用） －
農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） －
＊経営健全化基準 ２０．０％

※実質赤字額：当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもので、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額。
※標準財政規模：合理的かつ妥当な水準において行政を行うための標準的な一般財源の規模を示したもので、標準税収入額 ( 法定普通税の

基準税額の合計 ) 等に普通交付税を加算した額。
※資金の不足額：公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもので、法適用企業は流動負債の額から流動資産の額を控除した額を基本と

し、法非適用企業は一般会計等の実質赤字額と同様に算定した額を基本とする。（法適用企業は企業会計方式により経理
が行われ、法非適用企業は一般会計と同じく、地方自治法に基づく財務処理を行う。）

※準元利償還金：元利償還金に準ずるとされるもので、公営企業に対する一般会計からの繰出金のうち公営企業が発行した地方債の元利償
還金に充てたとされる額や一部事務組合等が発行した地方債の元利償還金に対する負担金、また債務負担行為（数年度に
わたる工事を一括して契約するなど将来の財政支出を約束する行為）に基づく支出のうち元利償還金に準ずるものなど。
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　検察審査会は、選挙権を有する一般国民から選ばれた１１人の検察審査員が、いわば国民を代表して、検察

官が被疑者を裁判に掛けなかったこと（これを「不起訴処分」といいます。）の善し悪しを審査するのを主な

仕事にしているところで、刑事手続の中に国民の一般的な良識を反映させ、より良い刑事司法を実現するため

に設けられているものです。

　審査の申立てには、費用は一切掛かりません。また申立人に秘密は堅く守られています。

　いつかあなたも検察審査員に選ばれるかもしれません。検察審査員に選ばれましたら、是非会議に出席して

ください。

　法律の定めにより、検察審査会では、選挙権のある方の中から無作為に「クジ」で選んで検察審査員をお願

いしています。会議では検察官が事件を裁判に掛けない（不起訴処分）ときに、その処分について一般国民を

代表して、裁判に掛けなかったことがよかったかどうかについて常識的な判断をしてもらいます。これまでに

裁判員をされた方からは貴重な社会経験をしたという感謝の言葉が寄せられています。

　また、検察審査会の窓口では、申立てについての相談を行っております。

　○問い合わせ先　郡山検察審査会事務局　☎０２４－９３２―５６５６（代）

　平成２１年度９月補正予算で議決されました光ファイバー村内全域整備計画事業につきまして、

現時点での計画概要をお知らせいたします。

○事　業　名　　平成２１年度地域情報通信基盤整備促進交付金事業

○事業の目的　　地域の特性に応じた情報通信基盤の整備を支援し、地域間の情報格差（デジタル

　　　　　　　　ディバイド）を是正することにより、地域住民の生活の向上及び地域経済の活性

　　　　　　　　化を図る。

○事 業 計 画　　村内全域に光ファイバーケーブルを敷設。

　　　　　　　　総延長距離（５９．２ｋｍ）

　　　　　　　　来年の秋頃、一般世帯、企業の利用開始。

○総 事 業 費　　１４６，７６９千円　※（村の一般財源３１，９６９千円）

　※利用開始時期、事業費等につきましては、現段階の予定ですので変更等が生　　　　　　　　

　　じる場合がございます。

　村では、早期整備実現と無駄な事業費が係らないよう最大限の努力をして参りたいと考えており

ます。

問い合わせ先　総務課　☎５３－２１１１

光ファイバー村内全域整備計画事業についてのお知らせ
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幼
稚
園
で
秋
の
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
秋
晴

れ
の
空
の
下
、
カ
ケ
ッ
コ
や
玉
入
れ
、
可
愛
ら
し
い
踊
り
や
各
親
子

競
技
な
ど
の
種
目
を
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
で
行
い
ま
し
た
。
保
護
者

の
皆
様
を
始
め
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

村
で
は
、
人
口
の
増
加
と
村
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
第
３

子
以
上
の
出
生
児
を
祝
福
し
、
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

出
産
祝
品
を
お
贈
り
す
る
贈
呈
式
を
10
月
７
日
役
場
に
て
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
平
成
20
年
10
月
１
日
〜
平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で
に
第

３
子
以
上
の
お
子
様
が
生
ま
れ
た
、
６
組
の
ご
家
庭
が
対
象
で
、
村

の
公
金
の
支
払
い
や
村
内
の
加
盟
店
で
利
用
で
き
る
商
品
券
「
出
産

祝
金
」
と
村
内
在
住
の
芸
術
家
「
村
上
勝
美
」
さ
ん
の
リ
ト
グ
ラ
フ

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
で
は
平
成
20
年
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
（
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受

診
票
記
載
検
査
）
の
公
費
負
担
の
回
数
を
増
や
し
、
村
内
の
妊
婦
全

員
が
15
回
ま
で
無
料
で
妊
婦
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼

児
に
関
す
る
健
診
や
相
談
、
家
庭
訪
問
、
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
育
児

ク
ラ
ブ
）
等
も
行
っ
て
お
り
、
子
育
て
支
援
環
境
の
充
実
を
図
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　　　対象児　（父・母）
加藤　輝

き

隻
せき

くん　　（貴博・恵子）
鈴木　　碧

あおい

くん　　（和仁・裕子）
笠原　里

り

瑚
こ

ちゃん　（翼・麻梨奈）
飛知和蓮

れん

斗
と

くん　　（泰裕・京子）
井上　一

いち

華
か

ちゃん　（功浩・弘子）
橋本かれんちゃん　（康雄・あゆみ）

二人の息がぴったり！

ゴール目指して猛ダッシュ！

お父さん・お母さん、頑張って～！

クラスのみんなと楽しいリズム

11 広報

いずみざき

10/1810/18

　

泉
崎
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

泉
崎
消
防
団
秋
季
検
閲
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

検
閲
で
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
き
び
き

び
と
し
た
規
律
訓
練
を
は
じ
め
、
通
常
点

検
、
機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
退
職
幹
部
へ
の
感
謝
状
贈
呈

や
永
年
勤
続
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
よ
り
消
防
団
員
の
制
服
が
今
ま
で

使
用
し
て
い
た
法
被
か
ら
災
害
現
場
・
火

事
現
場
で
も
動
き
や
す
い
活
動
服
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
の
た
め
今
年
９
月
に
新

し
く
配
備
さ
れ
た
第
５
分
団
の
可
搬
式
消

防
ポ
ン
プ
積
載
車
が
検
閲
で
来
賓
の
皆
様

に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
・
来
賓

の
皆
様
、
朝
早
く
か
ら
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

退
職
幹
部
感
謝
状　

五
十
嵐
正
博
、
鈴
木

一
彦
、
水
野
友
勝
、
中
野
目
輝
浩
、
木
野

内
悟
、
緑
川
賢
一
、
緑
川
一
広

永
年
勤
続
団
員　

橋
本
忠
文
、
溝
井
一
嗣
、

星
和
徳
、穂
積
正
典
、海
上
昇
、海
上
和
彦
、

田
崎
美
祐
、
星
純
一
、
滝
康
彰
、
小
針
健

二
、
穂
積
隆
司
、
鈴
木
広
志
、
岡
部
修
久
、

田
崎
修
、
鈴
木
亮
一

9/279/27 10/1410/14

　

盆
栽
教
室
の
研
修
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
。
研
修
は
、
下
郷
町
の

「
中
山
の
大
ケ
ヤ
キ
」
と
会
津
若

松
市
の
「
高
瀬
の
大
木
」
の
巨
木

め
ぐ
り
、
鶴
ヶ
城
と
須
賀
川
市
の

峯
松
園
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
村
内
の
愛
好
者
13
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
巨
木
め
ぐ
り

で
は
、
盆
栽
教
室
講
師
の
遠
藤
さ

ん
か
ら
巨
木
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
巨
木
を
見
上
げ
て
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
こ
ど
も
体
験
く
ら

ぶ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
バ
ナ
ナ
を
使
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ

ー
キ
と
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
作
り
に
挑
戦
し
、

ふ
っ
く
ら
と
し
た
、
香
ば
し
い
ケ
ー
キ
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ケ
ー
キ

と
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
試
食
し
、
大
変
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
わ
い
く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
パ
ウ

ン
ド
ケ
ー
キ
を
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
り
、

是
非
お
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

マンスリートピックス
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泉
崎
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん

が
「
老
人
ク
ラ
ブ
全
県
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
」

の
活
動
と
し
て
、
除
草
・
清
掃
・
庭
木
剪
定
・

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
花
の
手
入
れ
な
ど
の
奉

仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
老
人
の
日
・
老
人
週
間
に

ち
な
ん
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
県
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
一
丸
と
な
っ
て
社
会
奉
仕
作
業
で

示
す
と
と
も
に
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
と
認
識
を

求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
９
月
20
日
を

中
心
と
す
る
老
人
週
間
に
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　

泉
崎
そ
ば
会
と
天
王
台
そ
ば
打
ち
同

好
会
の
代
表
者
の
方
が
来
庁
さ
れ
、
去

る
９
月
12
日
に
泉
崎
南
東
北
診
療
所
が

主
催
し
た
「
い
ず
み
ざ
き
南
東
北
祭
り
」

の
際
の
収
益
を
「
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マンスリートピックス

　

９
月
27
日
㈰
開
催
さ
れ
た
南
会
津
町

び
わ
の
か
げ
陸
上
競
技
大
会
に
本
村
の

選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
選
手
の
み
な
さ
ん
大

変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
来
年
も
更
な

る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
中
学
男
子
三
千
ｍ
競
技
の

表
彰
者

第
１
位　

佐
川
信
太
郎
く
ん
（
中
）

第
２
位　

田
崎　

一
耶
く
ん
（
左
）

第
３
位　

兼
子　

太
鶴
く
ん
（
右
）

小学校男子１００ｍ
第３位　小松　拓海（泉崎二小３年）

小学校男子８００ｍ 
第５位　伊藤　成　（泉崎二小３年）

中学女子１５００ｍ
第１位　兼子　奈緒（泉崎中３年）大会新
第３位　佐々木真理（泉崎中３年）
第４位　松田　華苗（泉崎中３年）

中学男子３０００ｍ
第１位　佐川信太郎（泉崎中３年）大会新
第２位　田崎　一耶（泉崎中３年）
第３位　兼子　太鶴（泉崎中３年）

青年男子
第１位　兼子　卓也
（ふくしま駅伝泉崎チーム）大会記録

成年男子
第１位　塩澤　裕也
（ふくしま駅伝泉崎チーム）大会記録
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ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
・
ミ
リ
ア

２
０
０
９
」
の
参
加
車
が
泉
崎
村
内
を

通
過
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
今
回
で
13
回
目
で
、
こ
の

日
は
約
１
０
０
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

が
村
内
を
通
過
し
ま
し
た
。
タ
レ
ン
ト

の
堺
正
章
さ
ん
、
近
藤
真
彦
さ
ん
ら
も

参
加
し
て
お
り
、
沿
道
で
待
ち
か
ま
え

た
村
民
ら
が
盛
ん
に
手
を
振
っ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
26
日
〜
10
月
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
少
年
Ｂ
３
千
Ｍ

に
出
場
さ
れ
た
、
村
内
北
平
山
在
住
の
近
藤

和
輝
さ
ん
（
学
法
石
川
高
校
１
年
）
に
大
会

に
先
立
ち
、
役
場
に
お
い
て
激
励
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
は
、
中
学
３
年
生
か
ら
ふ
く
し

ま
駅
伝
に
も
選
手
と
し
て
出
場
し
、
区
間
賞

な
ど
数
々
の
好
成
績
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
10
月
５
日
に
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、
惜

し
く
も
予
選
通
過
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

マンスリートピックス

　
「
第
一
回
ふ
く
し
ま
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
新
人
戦
県
大
会
」
出
場
報
告
の
た
め
、

泉
崎
第
一
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
）
の
湯
川
団
長
と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
溝
口
英

輝
く
ん
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
二
名
（
湯
川
英

章
く
ん
、
中
畑
侃
士
く
ん
）
が
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。
大
会
出
場
を
祝
い
役
場
よ
り
激
励

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
10
月
10
日
に
県
営
あ
ず
ま
軟
式
野

球
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
惜
し
く
も
一
回
戦

敗
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
28
回
泉
崎
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
長
杯
大
会
が
、
村
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
愛
好
者
23
名
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
楽
し
く
、
そ

し
て
チ
ー
ム
の
た
め
に
全
力
で
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

北
平
山
Ａ

準
優
勝　

原　
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15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子

が
対
象
の
採
用
試
験
で
す
。
入

校
と
同
時
に
、
特
別
職
国
家
公

務
員
に
な
り
通
信
制
の
高
等
学

校
教
育
を
受
け
な
が
ら
将
来
、

自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成
す

る
制
度
で
す
。

○
受
付
期
間　

平
成
21
年
11
月

１
日
㈰
〜
平
成
22
年
１
月
８
日

㈮一
次
試
験

○
期　

日　

平
成
22
年
１
月
23

日
㈯

○
場　

所　

白
河
市
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

○
科　

目　

国
・
数
・
英
・
理
・

社
・
作
文
（
500
字
）

二
次
試
験

※
一
次
試
験
合
格
者
の
み
案
内

い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
福

島
地
方
協
力
本
部　

白
河
地
域

事
務
所　

☎
24
―

０
３
７
２

通
事
故
被
害
者
遺
族
）
無
謀
運

転
の
車
に
最
愛
の
息
子
を
奪
わ

れ
た
母
親
が
、
想
い
を
同
じ
く

す
る
被
害
者
遺
族
等
と
と
も
に

署
名
運
動
を
展
開
し
、
刑
法
に

「
危
険
運
転
致
死
傷
罪
」
の
成

立
に
結
び
付
け
ま
し
た
。
ま
た

「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
を

主
宰
さ
れ
、
生
命
の
重
さ
、
大

切
さ
を
訴
え
る
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

②　
「
被
害
者
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
」（
福
島
県
警
察
音
楽
隊
）

二
、「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

in
ふ
く
し
ま
」
の
開
催

○
日
時　

11
月
22
日
㈰
〜
23
日

㈪　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
内
容　

福
島
県
文
化
セ
ン
タ

ー
（
３
階
展
示
室
）

○
内
容　

犯
罪
・
交
通
事
故
・

い
じ
め
・
医
療
過
誤
な
ど
の
結

果
、
理
不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ

た
犠
牲
者
が
主
役
の
ア
ー
ト
展

で
す
。
犠
牲
者
ひ
と
り
ひ
と
り

の
等
身
大
パ
ネ
ル
、
そ
の
足
元

に
「
生
き
た
証
」
で
あ
る
靴
そ

し
て
遺
さ
れ
た
家
族
の
言
葉
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、

犯
罪
被
害
者
・
遺
族
の
人
権
を

訴
え
る
と
共
に
、「
生
命
の
重

み
」
を
伝
え
ま
す
。

※
一
、二
と
も
に
入
場
は
無
料

で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
ふ
く
し
ま
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
024
―

533
―

７
８
３
０

　

放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
福

島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
024
―

921
―

７
４
７
１
）
ま
で
ご
請
求
下
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.u-air.ac.jp

）で

も
受
付
け
て
い
ま
す
。

一
、「
支
援
の
輪
を
広
げ
る
つ

ど
い
」
の
開
催

○
日
時　

11
月
23
日
㈪
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

○
場
所　

福
島
県
文
化
セ
ン
タ

ー
（
小
ホ
ー
ル
）

○
内
容　

①「
記
念
講
演
」（
交

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
15
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で
の

７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の
抱
え
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
会
及
び
法
務
局

職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
期
間　

11
月
15
日
㈰
〜
11
月

21
日
（
㈯
）
ま
で
の
７
日
間

○
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
ま
で

☎
０
５
７
０
―

070
―

810
（
全
国
共

通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
024
―

534
―

１
９
９
４

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介

護
保
険
事
業
所
の
「
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
寝
た
き

り
等
の
お
年
寄
り
を
入
浴
さ
せ

る
の
が
困
難
な
と
き
に
、
ス
タ

ッ
フ
３
名
が
移
動
入
浴
車
で
訪

問
し
、
ご
自
宅
で
入
浴
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
さ
つ

き
温
泉
の
お
湯
を
利
用
し
て
い

ま
す
の
で
、
自
宅
で
温
泉
に
入

れ
る
と
大
変
好
評
で
す
。
利
用

料
金
は
１
回
１
，
２
５
０
円
で

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

村
社
会
福

祉
協
議
会　

☎
54
―

１
５
５
５

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

総務課
５３－２１１１

行政推進室
５３－２４０９

住民生活課
５３－２１１２

税務課
５３－２１１３

建設水道課
５３－２１１４

土地販売促進課
５３－２２３８

産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１

議会事務局
５３－２４９９

保健福祉課
５４－１３３３

学校教育課
５４－１５３３

中央公民館
５３－２２５８

生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し
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９
月
28
日
㈰
太
田
川
字
山

田
前
地
内
の
「
愛
郷
の
輝
き
」

酒
米
作
り
の
田
ん
ぼ
で
、
稲

刈
り
・
は
ぜ
掛
け
体
験
に
総

勢
42
名
の
参
加
の
下
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
催
に
際
し
、
こ

の
事
業
を
心
よ
り
楽
し
み
に

毎
回
の
よ
う
に
参
加
さ
れ
て

い
た
故
小
林
日
出
夫
村
長
に

参
加
者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

酒
米
作
り
に
は
地
元
農
家

の
方
が
３
名
講
師
と
し
て
指

導
し
て
お
り
、
日
本
酒
を
造

ら
れ
る
矢
吹
町
の
大
木
代
吉

本
店
の
会
長
さ
ん
の
参
加
も

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
田
ん
ぼ
一
枚

（
約
５
ア
ー
ル
）
の
約
半
分

を
は
り
き
っ
て
稲
刈
り
と
は

ぜ
掛
け
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

お
米
の
出
来
具
合
も
大
変

良
い
よ
う
で
す
の
で
、
昨
年

に
ま
し
て
、
美
味
し
い
お
酒

が
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
お
米
で
作
ら
れ
た
お

酒
「
愛
郷
の
輝
き
」
は
、
12

月
中
旬
に
販
売
す
る
予
定
で

す
。
お
い
し
い
お
酒
に
仕
上

が
り
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に

し
て
下
さ
い
。

額に汗した分だけ美味しい酒が出来るぞー‼
「愛郷の輝き交流事業」稲刈り・はぜ掛け体験を実施

参加者全員で記念撮影。刈り取った稲が日本酒になるのが今から楽しみです。

一人ひとりが育った稲を１本１本丁
寧に刈り取りはぜ掛けを行いました。

＜最優秀賞＞　　　湯川和樹さん・英章さん

まごわやさしい揚げ豆腐

☆作り方☆
①水切りした豆腐に片栗粉をまぶし、油で揚げる。
②長いもを短冊に切り、①にのせ、青のりとしょうゆをかける。
③しいたけ、しらす、わかめを入れてフライパンで炒める。
④ミキサーに乱切りの玉ねぎとにんにく、しょうゆ、油、水、ごま油、ごまを入れる。
⑤①に③を上げ、④をかける。
＜コメント＞
温かくても冷たくてもおいしいのでぜひ食べてみてください。

「まごわやさしい料理コンクール」レシピ①

材料（４人分）

豆腐（2丁）、白すりごま（小さじ 4）、わかめ（30g）、玉ねぎ（小 3）、
しらす（60g）、しいたけ（4つ )、長いも（20㎝）、にんにく（3個）、
しょうゆ、油、ごま油、水、青のり（少々）、片栗粉
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○日　時   　平成２１年１１月２７日（金）午後 6時開場

○会　場   　泉崎村保健福祉総合センター　　　　　　　　　　　　

　　　　

○入　場　　無　料

　　　　　　子どもから大人までどなたでも参加できます。

　　　　　　多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

○演　題　　「オータムリラクゼーションライブ」

　　　　　　出演者：◆日本音楽療法学会（JMTA）認定音楽療法士

　　　　　　　　　　◆福島音楽療法研究会「Largo」代表

　　　　　　　　　　◆福島スクールソーシャルワーカー協会員

　　　　　　　　　　近　藤　美智子　氏

◆県内外の企業や中学校での講演も行っている、今話題の先生です。

　　　ギターやバイオリンの生演奏で
　　　　　　　　クラシックや演歌を楽しんでみませんか

《問い合わせ先》泉崎村保健福祉課　　☎５４－１３３３

主　催　　泉崎村保健福祉課

共　催　　福島音楽療法研究会「Largo」
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ク　ラ　ブ

　体育の日にふさわしい秋晴れのさわやかな、１０月１２日、泉崎村保健福祉総合センターにおいて、食生活改善推進員
主催による「まごわやさしい料理コンクール」の二次審査・表彰式が行われました。
幼稚園（３）、第一小学校（４）、第二小学校（５）、中学校（８８）と総数１００点の応募があり、作品には１５６人の方々
に携わって頂きました。
　審査員の先生方からは、「どの作品も、甲乙つけがたく、幸せな『困り』と『迷い』をプレゼントされた」との声も聞か
れました。
　また、中学校の先生方のお陰をもちまして夏休みの課題として頂き、御家庭では、お忙しい中、ご家族で頭を悩まされ
たことと推察致しますが、これを機会に、生徒さん方には、食に対する意識も深められ、会話も増え、本題の他に、二次的・
三次的効果も多かったのではないでしょうか。
　レシピを拝見致しますと、おばあちゃま・お母さまの提案・工夫が随所にピカリと光る作品も多く、受け継がれる“我
が家のメニュー”に、伝承・継承される“泉崎の味”を紹介いただいた思いがします。また、中学生ならではの発想も新
鮮でユニーク、型にはまらない自由で若々しい作品も見逃せません。斬新さに、驚きと将来性を感じる“創意・工夫型”
も今回のコンクールの特徴となりました。
　生活習慣病の予防・改善を目指し、“まごわやさしい”をテーマに、このコンクールを開催することができました事、審
査員の先生方をはじめ、たくさんの方々のご協力と感謝を申し上げます。そして、明日を担う生徒さん方の“心と体の健
康づくり”にほんの少しでも、お手伝いできましたら、食改と致しましては、この上ない喜びであります。
　なお、コンクールのレシピは、給食センターで、給食にとり入れて頂きます。又、村広報誌で、順次紹介し、ホームペー
ジに記載されます。その他、食改主催料理教室にも、活用させて頂く予定です。
　来年も「料理コンクール」を継続いたしたいと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

食生活改善推進員会長　　関口真理子

賞      名 応募作品名 氏名
最 優 秀 賞 まごわやさしい揚げ豆腐 湯川和樹・英章（泉崎中学校）
村 長 賞 煮しめ 小松由希（泉崎中学校）
教 育 長 賞 夏野菜うどん 会田美咲（泉崎中学校）
教 育 長 賞 マメマメチリコンカン 福地武蔵・みか（泉崎中学校）
教 育 長 賞 わかめサラダ 渡部美月（泉崎中学生）・瑶美（泉崎一小）・真子（泉崎一小）
食生活改善推進員会長賞 ガメラ 鈴木和貴・康次（泉崎中学校）

白 河 農 業 協 同 組
合 泉 崎 支 所 長 賞

三色おにぎりと オクラと
にんじんのフライ 西田一志（泉崎二小）

泉 崎 村 商 工 会 長 賞 えごまのなめらかプリン 木野内奏（泉崎中学校）

ま ご わ や さ し い で 賞 野菜たっぷり歴史クッキー 泉崎中かぼちゃクラブ（泉崎中学校）
小高逸斗・鈴木勇太・溝口和輝・鈴木仁・高縁美幸（教師）

佳 作 ふりかけ 高木彩絵（泉崎中学校）
佳 作 ヘルシーじゃがいも焼き 高木文乃（泉崎中学校）
佳 作 ポテトづけ鮪ずし 佐川実沙・岡部愛花音・田崎海子・齊藤美和（泉崎中学校）　

まごわやさしい料理コンクール　二次審査・表彰式

まごわやさしい料理コンクール入賞者

（敬称略）

最優秀賞を受賞された湯川和樹くん・英章くんと
お母さんの美喜子さん
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いずみざき南東北祭りが開催されました！
～地域の皆さまと共に  I♡泉崎～

日　時　平成２１年１１月１４日(土)１４：００より
場　所　泉崎村保健福祉総合センター
内　容　『乳癌と前立腺疾患について』
　　　　　　　　　　講　師　　泉崎南東北診療所　医師　原田　寛

≪泉崎南東北だより≫

問い合わせ先　　電話 53-2415　担当：　支援相談員 嶋崎

　 ９月12日（土）に泉崎南東北リハビリーテーション・ケアセンター敷地内でいずみざき南東北祭りが開催され
ました。当日はあいにくの雨模様でしたが延べ 700 名の皆さまにお越しいただきました。
　 「地域の皆さまと共に～ I ♡泉崎～」をテーマに、村内の団体のスイングブレーズオーケストラの演奏・南原
民謡愛好会・峠節保存会の素敵な歌声があり、泉崎さつきレクダンスや泉崎村立第二小学校によるよさこい踊り
のパワフルな発表がありました。そして、模擬店や各種出店などで会場も大いに盛り上がりました。
　この様な機会を通し地域の方とのふれあいができとても楽しい時間を過ごすことができました。 また、開催に
あたって多くのボランティアの方々に協力して下さいました。この場をお借りして感謝申し上げます。

　１０月１７日に春日リハビリテーション・ケアセンター　リハビリテーション科の平野先生による「はじめよ
う！パワーリハビリ」という演題で公開講座が行われました。今回は公開講座の終了後にリハビリ体験コーナー
を設けパワーリハビリ専用のリハビリ機器にて軽い負荷によるマシントレーニング（有酸素運動）を実際に参加
者の方々に体験していただきました。
　※パワーリハビリは疾病や加齢で使うことが少なくなった筋力を無理なく動かして日常生活をより活発にさせ
活動性や体力の改善（行動変容）を目指したリハビリ方法です。

泉崎第二小の児童の
皆さんによるよさこい踊り

雨の中多くの方々が来場
してくださいました

お祭り会場入り口

泉崎南東北の職員

国際メディカルテクノロジーの
学生さんによる心肺蘇生法

模擬店風景
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【児童書】
（書　名）　　　　　　　　     　 （著者名）
トイちゃんとミーミーとナーナ  どい　かや
四季のえほん　あきですよ  柴田　晋吾
くまの楽器店   安房　直子
チェグラーシカはじめてのりょこう エドゥアンド・ウスペンスキー
くろくんとふしぎなともだち  なかや　みわ
パンやのろくちゃん  長谷川　義史
ぱくっ    せき　ゆうこ

【一般書】
（書　名）　　　　　　　　     　　　    （著者名）
半島へ、ふたたたび   蓮池　薫
夢うつつ    あさのあつこ
植物図鑑    有川　浩
神様のカルテ    夏川　草介
終の住処    磯崎憲一郎
人間の運命    五木　寛之
新参者     東野　圭吾
これでよろしくて？   川上　弘美
外事警察    麻生　幾
ラストダンス    堂場　瞬一
殺気！     雫井　脩介
引き出しの中のラブレター  新堂　冬樹
今日を生きる    大平　光代
ダブル・ジョーカー   柳　　広司

☆公民館図書コーナーより新刊のご案内☆
たくさんの皆様のご利用お待ちしております。

貸出日　月曜日～金曜日（土・日・祝日はお休み）　　　利用時間　午前８時 30 分～午後５時まで

地　区

診療日

白　　河　　地　　区
歯　　　　科

小　児　科 内　　　科
11月１日㈰ 関 根 医 院 渡 部 病 院 青 村 歯 科 医 院
　　３日㈫ 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク あ り が ク リ ニ ッ ク 赤 沼 歯 科 医 院
　　８日㈰ み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク 安 部 歯 科 医 院
　　15日㈰ わたなべ子どもクリニック 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク 大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク
　　22日㈰ お か ざ き ク リ ニ ッ ク 大 高 内 科 胃 腸 科 五 十 嵐 歯 科 医 院
　　23日㈪ 岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院 大 高 整 形 外 科 岩 谷 歯 科 医 院
　　29日㈰ 関 医 院 お お ほ り ク リ ニ ッ ク 海 野 歯 科 医 院
12月６日㈰ 関 根 医 院 片 倉 ク リ ニ ッ ク か た の 歯 科 医 院
　　13日㈰ 樋 口 ク リ ニ ッ ク か ね こ ク リ ニ ッ ク 河 島 歯 科 医 院
　　20日㈰ み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク き た む ら 整 形 外 科 国 馬 歯 科 医 院
　　23日㈬ 岡 崎 小 児 科 内 科 医 院 ク リ ニ ッ ク お お ま ち 小 林 歯 科 医 院
　　27日㈰ お か ざ き ク リ ニ ッ ク く に い 増 見 ク リ ニ ッ ク 斎 須 歯 科 医 院
　　31日㈭ 白 河 厚 生 総 合 病 院 新 白 河 中 央 病 院 泉 崎 歯 科 医 院

休 日 救 急 当 番 医 表

※休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせてください。
　しらかわ救急情報センター 　☎２３－９９０９
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故 小林日出夫村長の合同葬に２千人が最後の別れ
　１０月４日（日）に泉崎村農業者トレーニングセンターにおいて、故小林日出夫村長の泉崎村・小林家合同

葬がしめやかに営まれました。

　村葬では、黙とうの後、葬儀委員長の岡部英夫（村議会議長）が「誰からも愛され強い情熱を持っていた。

財政再建に尽力され、夢をあきらめない信念に、数多くの改革を進めた」と最後の別れを偲んだ。

　村葬後には、村政発展に尽力された功績に対し国家よりの叙勲が佐藤雄平知事より遺族の方へ伝達されまし

た。

　続く小林家葬儀では、読経の後、佐藤雄平知事や玄葉光一郎衆議院議員、増子輝彦、荒井広幸両参議院議員、

三村博昭県議、浅和定次（大玉村長）県町村会長、鈴木和夫（白河市長）西白河市町村会長、野崎吉郎（矢吹

町長）西白河町村会長、友人代表の井戸川克隆（双葉町長）が弔辞をささげ、孫の大野侑香さんらがお別れの

言葉、弟の龍二氏が謝辞を述べました。

　故小林日出夫村長の合同葬に際しまして、村長を偲んで数多くの方々にご参列、ご弔電を賜り誠に有難うご

ざいました。

村政発展に尽力された功績が認められ、叙勲が佐藤雄平
知事より遺族へ手渡されました。

故小林日出夫村長を偲び多くの方々が参列されました。
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亡き小林村長に贈る１勝
　第３回市町村対抗福島県軟式野球大会が福島県営あづま球場をメインに行われました。我が泉崎チームは
１０月４日の第３試合で金山町チームと対戦しました。鈴木鶴二郎選手の先発で６回まで０対３と劣勢でした
が７回、高橋三樹選手の右前打、湯田選手の左越え３塁打と荒井選手の中前打、穂積哲也選手の左越え３塁打
で同点、深澤謙治選手の左中間を破る２塁打を放ち逆転、最後は鈴木投手が三振に仕留め勝利を収めました。
試合当日の朝、ユニホームに喪章を着け村長の葬儀会場で村長のために必ず勝つことを誓いご冥福を祈り試合
に臨みました。             
　２回戦は１０月１１日に福島市営信夫ヶ丘球場で行われ、湯田選手の３塁打などで追い上げましたが、４対
１０で惜しくも敗れてしまいました。敗れはしましたが、随所に好プレーがあり来年に繋がる試合でした。

本柳光一代表
監督・コーチ・選手のみな
さご苦労様でした

松川貴男監督
応援ありがとうございまし
た

北澤洋弥コーチ
良いチームが出来上がり、
来年は期待してください

野崎　隆コーチ
日を追うごとにチームがま
とまり、方向性が見え一つ
にまとまった

深澤祐一主将
応援ありがとうございまし
た。来年リベンジします 

鍔　貴志選手
いいチームになったと思い
ます。ありがとうございま
した

鈴木康次選手
練習及び試合を重ねいい
チームになりました

高橋三樹選手
来年もチームのために頑張
ります

有賀広樹選手
応援ありがとうございまし
た

荒井善一選手
体と感を取り戻し、来年は
チーム共々結果を出したい

深澤雅人選手
来年は、結果を残せるよう
に頑張ります

中野目喜雅選手
たくさんの応援ありがとう
ございました

吉田美喜男選手
来年は、今年よりも上を目
指します

室井久人選手
応援ありがとうございまし
た

鈴木鶴二郎選手
もっと練習します

穂積　誠選手
来年は打ちます

湯田利行選手
来年は今年以上に打ってベ
スト８以上目指します

星　敦選手
来年もっと練習し、勝ち上
がれるように頑張ります

穂積哲也選手
来年は３本ホームランを打
ちます！

深澤謙治選手
来年も上を目指して頑張り
ます

高橋　勇選手
たくさんの応援ありがとう
ございました

星　亮司選手
来年は２勝以上出来るよう
にがんばる

箭内寛人選手
来年は、レギュラーで出れ
るように頑張ります

西巻　隼選手
来年は頑張ります

吾妻智行選手
来年もっと練習し、勝ち上
がれるように頑張ります
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区 氏　名 所　　　属 区 氏　名 所　　　属 区 氏　名 所　　　属
１ 渡辺　智子 新潟大学４年 12 兼子　卓也 ㈱秋山錠剤

サ　
　

ポ　
　

ー　
　

ト

テリー・コルバート 泉崎村教育委員会
２ 井上　健太 田村高校３年 13 瀬戸　隆行 福島県庁 田崎　貴成 学法石川高１年
３ 佐川信太郎 泉崎中３年 14 武田　祐典 帝京安積高 2年 星　　明博 白河旭高 1年
４ 箭内進太郎 田村高校３年 15 兼子　奈緒 泉崎中３年 小松　歩太 白河高 1年
５ 近藤　和輝 学法石川高１年 16 塩澤　裕也 ㈱秋山錠剤 大森　真美 白河旭高 1年
６ 佐川　佑磨 田村高校２年 補欠 植田　伸一 東北二プロ 岡田　孝宏 泉崎中２年
７ 田崎　一耶 泉崎中３年 補欠 岡部　達匤 学法石川高 2年 岡部　慎生 泉崎中 1年
８ 兼子　太鶴 泉崎中３年 補欠 兼子　侑大 仙台育英高校２年 石川　大和 泉崎中 1年
９ 佐々木真理 泉崎中３年 補欠 佐川　拓也 泉崎中３年
10 渡辺　貴之 横浜国立大１年 補欠 松田　華苗 泉崎中３年
11 小林　里沙 光南高１年 補欠 岡部　礼悠 泉崎中２年

ガンバレ泉崎チーム‼
第21回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
日　　時　平成21年11月15日㈰
スタート　前半　午前７時40分　　　白河市総合運動公園陸上競技場
　　　　　後半　午前10時４分頃　　開成山陸上競技場
ゴ ー ル　午後０時50分（予定） 福島県庁

■監　　　督　田崎　貴紀　㈲タサキ印刷　　　■ヘッドコーチ　関谷　正文　自営業　

■コ　ー　チ　小林　研二　泉崎中教諭　　　　■コ　ー　チ　中野目雄基　二本松郵便局

■コ　ー　チ　関谷　　梓　福島大学４年　　　■マネージャー 　大塚　志穂　郡山女子大学３年

泉崎村チーム選手団
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福島県縦断駅伝コース図（96.2 ㎞）

ゼッケンは赤の№46
目標は市を超える総合優勝‼

　郷土のため１本の襷に熱い思いを込めて走る泉崎村選手
団に温かいご声援をお願いします。
　なお、第３区のさつき公園前は午前８時20分頃通過予定
です。

※大会当日区間走者の変更がある場合があります。
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●平成２１年１０月１７日（土）１０：００～
● 『e－村民』＋村民＋議会議員＋役場職員＝４０名

交流会には、福島民報社さん、福島民友社さんが取材にいらっしゃいました。

▼今回のサツマイモ掘り体験交流会は、県外からは栃木県、県内からも須賀川市、棚倉町からの参加
者を含む総勢４０名で行われました。

▼参加者の皆さんはサツマイモを採るため、鎌でつたを切り、スコップで土を掘り起こし、宝を探す
ように大きくなったサツマイモを見つけ、袋いっぱいに収穫しました。

▼収穫が終わると敷地内にある柿の木から柿採りをしたり、サツマイモを蒸かしたり、沢山の秋の味
を楽しみました。もう一つのお楽しみは昼食です。地元直売所「たんぽぽ」の皆さんが作った、おに
ぎり、豚汁、秋野菜の天ぷらなど５品の料理を味わいました。

『e－村民』と村民の方が楽しく笑顔で親睦を深めることができ、大変感謝しております。
天気が心配されましたがご参加いただきました皆様、大変お疲れ様でした。
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　９月１６日開催の平成２１年第３回泉崎村議会定例会において泉崎村固定資産評価審査委員会委員の選任
について同意をいただき、９月２８日村長室で委嘱状が交付されました。
氏　　名　　小　林　　昭
住　　所　　泉崎村大字関和久字富内８６番地
生年月日　　昭和２３年１２月３０日生
任　　期　　平成２１年９月２７日から平成２４年９月２６日まで

　

４
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
第
25
回
泉
崎

村
友
の
会
総
会
・
懇
親
会
に
お
き
ま
し

て
各
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世

話
に
な
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

18
・
19
の
両
日
共
に
晴
天
に
恵
ま
れ

楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

始
め
て
見
る
昌
建
寺
の
し
だ
れ
桜
・

峠
山
山
頂
か
ら
の
風
景
に
感
動
し
思
わ

ず
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て
36
年
、
横
浜
八
景
島

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
近
隣
の
町
内
に
て
、

17
年
前
有
志
数
名
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
主
と
す
る
会
を
つ
く
り
連
合
町
内

行
事
３
月　

・
お
花
見
バ
ザ
ー
（
桜
咲

く
木
の
下
で
・
焼
そ
ば
１
０
０
０
パ
ッ

ク
作
り
、
売
上
げ
金
の
一
部
を
社
会
福

祉
協
議
会
へ
寄
附
）

７
月　
・
祭
礼（
子
供
神
輿
４
基
組
込
み
・

山
車
の
飾
り
付
け
）

10
月
・
町
内
連
合
大
運
動
会（
競
技
進
行
・

競
技
審
判
）

公
園
の
清
掃
等
々
・
現
在
三
十
数
名
の

会
員
（
２
／
３
は
地
方
出
身
者
・
北
海

道
か
ら
九
州
）
に
て
汗
を
拭
き
な
が
ら

無
事
に
終
わ
っ
た
後
の
一
杯
を
楽
し
み

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

泉
崎
村
友
の
会
は
、
会
員
募
集
中
で
す
。

村
民
の
皆
様
・
友
の
会
の
皆
様
、
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

泉
崎
村
友
の
会
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

泉
崎
村
友
の
会
で
は
、
随
時
新
規
会

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

友
の
会
の
活
動
と
し
て
は
毎
年
総
会
や

懇
親
会
を
開
催
し
会
員
相
互
の
交
流
や

村
の
各
種
団
体
と
の
交
流
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

友
の
会
は
、
泉
崎
村
出
身
の
方
で
ふ

る
さ
と
泉
崎
を
離
れ
村
外
で
生
活
さ
れ

て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
親
族

等
の
方
に
お
知
ら
せ
お
誘
い
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
振
興
課
内
・
友
の
会
泉
崎

村
事
務
局
（
☎
53
―

２
４
３
０
）

泉
崎
村
友
の
会
副
会
長　
　

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
（
関
和
久
字
下
町
出
身
）

井　

上　

俊　

男

　南会津町では、住んでいて楽しく、訪れた人々に「また来たい」と思っ
ていただけるような「人づくり」や「地域づくり」を目指し、潜在資源の掘り起こし
や既存資源を活用した「住民主導による地域づくり型泊覧会」、『南会津やまなみ泊覧
会』（通称：やまはく）を開催しています。
そんな南会津町の秋から冬の体験やイベントを紹介したパンフレット「南会津物語秋
冬編」が完成しました。南会津の魅力がたっぷりつまったパンフレットになっていま
す。
無料で配布していますので、興味のある方はぜひ、お問い合わせください。
■問い合わせ
　南会津町役場　総合政策課　℡ 0241-62-6240
　やまはくＨＰ　http://www.yamahaku.jp

Vol.9

秋や冬の体験やイベントが、もりだくさん
～「南会津物語　秋冬編」～

泉崎村固定資産評価審査委員会委員
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「日
にっ

本
ぽん

年金機構」が来年1月1日からスタート！
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～

　国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日本
年金機構」として生まれ変わります。

○　現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口
として引き続きご利用いただけます。

○　日本年金機構の設立に伴い、国民の皆様方に何らかの手続をしていただくことは一切ございませんので、
ご安心ください。

社会保険庁

日本年金機構

厚生労働省

廃止

公的年金の運営業務

公的年金の財政責任・運営責任

平成22年1月1日

「出逢い＆ふれあいの会」参加者募集

「第５回こころんアート展」開催のお知らせ

　真剣に結婚を望んでいる独身の男性・女性のための「出会いの場」を提供するパーティです。
また、パーティでの出逢いをより素敵なものとするために、講習会を実施します。（講習内容予定：話し方講座・
ＩＨお料理教室・カラーセラピー＆身だしなみ講座）　講習会の参加は希望者のみです。講習会のみの参加は
ご遠慮下さい。

○イベント内容 　パーティ：フリートークと告白タイム等　　講習会：詳しくはお問い合わせください。
○開 催 日 時 　パーティ：１２月２０日（日）午後３時～午後７時
　　　　　　　　受付時間：午後２時より
○会　　　　場　鹿島ガーデンヴィラ（白河市）
○参 加 料 金　パーティ：男性４，０００円／女性２，０００円　講習会：男女とも無料
○募 集 人 数　男性５０人（白河市及び西白河郡在住）、女性５０人（県内・県外からでも参加可能）
　　　　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。
○申込受付期間　１１月２日（月）～１１月３０日（月）
○申 込 方 法　電話またはEメール
○申込・問合せ先    「ふれあいの場」創出事業実行委員会事務局（白河市企画政策課内）22－1111
　　　　　　　　Eメール　kikaku@city.shirakawa.fukushima.jp
　泉崎村事務局　産業振興課　☎53－2430

　地域の皆様とのより深い交流を図ることを目的に開催している「第５回こころんアート展」を開催いたし
ますのでご家族・ご友人をお誘いの上、ご来場ください。
○日　時　１１月２８日（土）～２９日（日）　午前１０時より午後５時まで（最終日は４時まで）
○場　所　生活支援センターこころん（泉崎村泉崎字下根岸９）
○内　容　展示即売（陶芸、絵画、彫刻、書、木工等）、カラーセラピー、カフェコーナー、お茶会）
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ク

　

以
前
住
ん
で
い
た
矢
吹
町
か

ら
夫
の
実
家
が
あ
る
泉
崎
村
に

移
り
住
ん
で
か
ら
七
年
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
生
後
六
ケ
月

だ
っ
た
長
男
は
、
今
で
は
小
学

二
年
生
に
な
り
、
そ
の
後
、
二

年
前
に
は
長
女
も
生
ま
れ
、
来

年
は
幼
稚
園
入
園
へ
と
成
長
し

ま
し
た
。

　

泉
崎
に
来
た
当
初
は
、
友
達

も
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
村

の
行
事
で
あ
る
綱
引
き
や
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
通

し
て
沢
山
の
人
と
の
交
流
も
増

え
、
今
で
は
友
達
も
沢
山
で
き

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
又
、

今
年
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
で
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
イ
ン
ゲ
ン
、
オ
ク
ラ
、

パ
プ
リ
カ
、
ナ
ス
な
ど
義
父
や

友
達
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

小
さ
な
家
庭
菜
園
を
始
め
ま
し

た
。
量
は
少
な
い
の
で
す
が
、

夏
に
は
お
い
し
い
野
菜
が
収
穫

で
き
ま
し
た
。

　

私
の
楽
し
み
で
始
め
た
野
菜

作
り
も
、
い
つ
し
か
家
族
の
皆

の
楽
し
み
と
な
り
、
子
供
達
は

ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
は
お
い
し
そ

う
に
ト
マ
ト
を
パ
ク
パ
ク
食
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
さ
さ
や

か
な
幸
せ
を
日
々
感
じ
な
が
ら
、

泉
崎
村
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で

行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
は
、
松
原
利
人
さ
ん
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
） 中野目三穂子

（泉崎字行屋）
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と
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工
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揃
ひ
垣
の
竹
煮
草　
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子

補
聴
器
を
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寝
ま
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生
身
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ま
つ
え

午
後
五
時
の
双
手
開
き
に
秋
の
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光　

郎

秋
暮
る
る
遠
い
顔
し
て
屋
根
の
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〃

秋
光
の
す
る
ど
き
翳
や
磧
の
湯　
　
　
　
　
　
　
　

直　

子

鑑
賞
句

行
き
先
は
あ
の
道
端
の
ね
こ
じ
ゃ
ら
し　
　
　
　
　

坪
内
稔
典

　

こ
の
句
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
思
い
ま
せ
ん
か
。
散
歩
に
で

も
出
た
の
で
し
ょ
う
。
行
く
先
を
決
め
て
出
た
訳
で
は
な
く
、

ど
こ
ま
で
行
こ
う
か
な
ん
て
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
知
り
合
い

の
方
に
「
ど
ち
ら
ま
で
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
と
っ
さ
に

「
あ
の
道
端
の
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
で
す
。」
と
応
え
た
の
で
し
ょ
う
。

二
人
の
様
子
が
見
え
る
よ
う
で
楽
し
い
句
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
嵐
直
子
）

天王台に掲示板を設置しました
人と地球環境にやさしい福島県産間伐材の利用
促進ＰＲを目的として、福島県森林環境交付金
事業により福島県産間伐材（スギ）を使用した、
掲示板を泉崎村天王台内（現地案内所前）に設
置しました。
皆様ぜひご利用ください。

みんなの広場

106

はっぴいばあすでい…１才になりました…

笠原　里
り

瑚
こ
ちゃん箭内　真

ま

歩
ほ
ちゃん 笠原　亜

あ

瑚
こ
ちゃん星　あかりちゃん
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お
子
さ
ま
名　

父
母
名

箭
内　

大た
い

駕が

く
ん

　
　
　

空く
う

駕が

く
ん

　
　

諒
さ
ん
・
睦
美
さ
ん

佐
藤　

七な
な

海み

ち
ゃ
ん

　
　

辰
也
さ
ん
・
恵
美
さ
ん

関
根　

莉り

玖く

く
ん

　
　

義
弘
さ
ん
・
玲
子
さ
ん

　
　

新
郎
・　

新
婦

渡
邊　

徳
夫
さ
ん
・
真
侑
さ
ん

田
﨑　

武
信
さ
ん
・
厚
子
さ
ん

西
槙　

武
男
さ
ん　
　

69
才

高
﨑　

イ
シ
さ
ん　
　

82
才

　

積　

美
知
代
さ
ん　

83
才

小
林　

日
出
夫
さ
ん　

63
才

　

野　

榮
𠮷
さ
ん　
　

78
才

お
め
で
た

お
い
わ
い

お
く
や
み

今　月　の　納　期
１１月３０日（月）まで

　　○介 護 保 険 料 第 ５ 期
　　○国 民 健 康 保 険 税 第 ５ 期
　　○後期高齢者医療保険料第４期
　　○固 定 資 産 税 第 ３ 期
　　○村営住宅使用料１１月分
　　○集 落 排 水 使 用 料 第 ４ 期

心配ごと相談・行政相談
○開催日　１１月１４日（土）
○時　間　午前１０時～正午
○場　所　村保健福祉総合センター
○相談員　心配ごと相談（村民生委員）
　　　　　年本初枝さん・三浦耕志朗さん
　　　　　行政相談　小林敏明さん
○問い合わせ先
　心配ごと相談　社会福祉協議会　☎54―1555
　行政相談　　　総務課　　　　　☎53―2111

　１１月１１日（水）～１２日（木）の２日間、温泉
ポンプ入替工事のため、温泉入浴はお休みいたし
ます。
　なお、レストランは通常通り営業いたします。
皆様のご来館お待ちしております。

　敬老会記念品にさつき温泉の入浴休憩利用券
を贈呈していますが、寝たきりなど身体の故障
等で温泉入浴ができない方には、理容サービス
券と交換できるようになりました。手続きは、
敬老会招待券のハガキと温泉入浴券の綴りを持
参のうえ保健福祉課の窓口で申請してください。
代理の方でも手続きできます。詳細については、
保健福祉課（電話５４－１３３３）までお問い
合わせください。

泉崎カントリービレッジ「さつき温泉」
よりお知らせいたします。

寝たきりの方などに理容サービス券

平成２２年度泉崎村児童クラブ登録希望者募集

平成２２年度泉崎村保育所入所者募集

○対　　　　象　平成２２年度に小学校１年生から３年生になる児童。
　　　　　　　　幼稚園に通園し児童館に登録する児童と兄弟姉妹の園児。
○会　　　費　（月額）負担金３千円・会費２千円
○募 集 期 間　１１月１６日（月）から１２月４日（金）
○申 込 方 法　保健福祉課・児童館にある申請書に必要事項を記入し、住民票謄本、雇用証明書（同居者で
就　　　　　　　　業している方全員）を添付のうえ提出してください。
○そ　の　他　現在の登録児も新たに申請手続きが必要となります。
○問い合わせ先　保健福祉課　　☎５４－１３３３　　児童館　　☎５３－３６３５

○対　　　　象　保育に欠ける０歳児～就学前の乳幼児
○募 集 人 員　５０名　※なお、０歳児（生後６ケ月から）については定員１０名です。
○保 育 時 間　平　日：午前７時３０分～午後６時３０分　土曜日：午前７時３０分～午後５時
○募 集 期 間　平成２１年１１月１６日（月）～平成２１年１２月４日（金）
○提 出 書 類　入所申込書　参考資料として平成２１年中所得の源泉徴収票の写し（両親）
　　　　　　　　在職証明書（就業、内職、自営含む ･･･ 母親のみ）
○申 込 方 法　村住民生活課、保育所に備えてある申込書に必要事項を記入し、その他書類を添付のうえ
　　　　　　　　提出してください。
○そ　の　他　現在の入所児についても新たに申込手続きが必要となります。
　　　　　　　　保育所では、随時見学や体験入所を受け付けております。
○問い合わせ先　村住民生活課　　☎５３－２１１２　　村保育所　　☎５３－３６１９
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。
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30
㈪

介護保険料第５期、集落排水料
第４期、国民健康保険税第５期、
村営住宅使用料１１月分、固定
資産税第３期、後期高齢者医療
保険料第４期納期限
○個別懇談（１１月３０日～
１２月４日）

12/1
㈫

○３・４か月児健診【対象者平
成２１年７月～８月生】午後１
時～１時３０分
○９・１０か月児健診【対象者
平成２１年１月～２月生】午後
１時～１時３０分
燃えるごみの日

2
㈬

○英語教室
資源ごみの日

3
㈭ ○なかよしクラブ自由参加日

4
㈮

燃えるごみの日
燃えないごみの日

55
㈯㈯ ○よい子の発表会

66
㈰㈰

7
㈪ ○繰替休業日

8
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

9
㈬

休肝日
○英語教室
資源ごみの日
粗大ごみの戸別収集日

10
㈭

○６・７か月児健康相談【対象
者平成２１年４月～５月生】午
前９時３０分～１０時

1515
㈰㈰ 第２１回ふくしま駅伝大会

16
㈪ 献血

17
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

18
㈬

○英語教室
資源ごみの日

19
㈭

20
㈮

○成人学級生との交流会
燃えるごみの日
燃えないごみの日

2121
㈯㈯ ○土曜登録児受け入れ

2222
㈰㈰
2323
㈪㈪ 勤労感謝の日

24
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○個別懇談（２４日～２６日、
３０日、１２月１日）
燃えるごみの日

25
㈬

○英語教室
資源ごみの日

26
㈭ ○なかよしクラブ

27
㈮

○発表会予行練習
○第３回避難訓練
○小学６年生見学会
○成人学級
燃えるごみの日

2828
㈯㈯
2929
㈰㈰ 休肝日
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　　　　　　　　 人　口　　　　人　口　　   合　計　      世帯数
（９月１日現在）男  3,250人　　女  3,462人　　6,712人　　　1,972戸
（10月１日現在）男  3,251人　　女  3,458人　　6,709人　　　1,973戸

　：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館　　：さつき公園

　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　　：泉崎南東北診療所　　：弓道場　　：ソフト球場
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11月の行事11月の行事
１１
㈰㈰

２
㈪

○環境安全点検日（職員）
介護保険料第４期、水道料金第
４期、国民健康保険税第４期、
村営住宅使用料１０月分、村県
民税第３期、後期高齢者医療保
険料第３期納期限
○学校自由参観

３３
㈫㈫ 文化の日

４
㈬

○○学校自由参観
○英語教室
資源ごみの日

５
㈭ ○学校自由参観、給食試食会

６
㈮

○保育所保育参加（親子人形劇
鑑賞）、クラス懇談会
○芸術鑑賞
燃えるごみの日
燃えないごみの日

７７
㈯㈯

○○学習発表会
○土曜登録児受け入れ

８８
㈰㈰

９
㈪

休肝日
○○繰替休業日
○三者教育相談（９日～１２日）
○学童朝から受け入れ

10
㈫

○防火呼びかけ
○筋肉を貯える「貯筋会」
Cook ＆ cooking
燃えるごみの日

11
㈬

○英語教室
資源ごみの日
粗大ごみの戸別収集日

12
㈭ ○なかよしクラブ自由参加日

13
㈮ 燃えるごみの日

1414
㈯㈯

○心配ごと相談・行政相談所開
設　午前１０時～正午
第21回ふくしま駅伝大会開会式
消防団防御訓練
○こども体験くらぶ

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券

有効期限：Ｈ 21.12.31
●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券

有効期限：Ｈ 21.12.31
●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 11
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券

有効期限：Ｈ 21.12.31
●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。
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